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令和７年度春季演習場定期整備

第
３
施
設
団
長
褒
賞

第
12
施
設
群
（
群
長
・
福
永
１
佐
）
は
、
令
和
７

年
５
月
８
日
（
木
）
か
ら
５
月
15
日
（
木
）
ま
で
の

間
、
「
令
和
７
年
度
春
季
演
習
場
定
期
整
備
」
を
北

海
道
大
演
習
場
（
島
松
地
区
）
及
び
然
別
演
習
場
で

実
施
し
た
。

整
備
開
始
に
先
立
ち
、
整
備
隊
長
で
あ
る
群
長
は

開
始
式
で
、
「
施
設
科
ら
し
い
整
備
」
「
安
全
管
理

の
徹
底
」
の
２
点
を
要
望
し
、
「
我
々
は
高
い
技
術

を
擁
す
る
施
設
団
の
一
員
と
し
て
妥
協
す
る
こ
と
な

く
、
施
設
科
ら
し
く
高
品
質
な
整
備
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

北
海
道
大
演
習
場
（
島
松
地
区
）
で
は
、
第
３
９

９
施
設
中
隊
（
中
隊
長
・
松
村
１
尉
）
が
10
号
道
の

装
軌
車
道
路
盤
強
化
整
備
（
１
５
０
ｍ
）
及
び
装
軌

車
道
整
備
約
25
㎞
に
及
ぶ
路
面
成
形
、
第
４
０
０
施

設
中
隊
（
中
隊
長
・
中
山
１
尉
）
が
装
輪
道
整
備
（

路
面
成
形
・
側
溝
構
築
）
約
52
㎞
及
び
溜
め
ま
す
浚

渫
の
整
備
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

ま
た
、
第
３
９
８
施
設
中
隊
（
中
隊
長
・
香
田
１

尉
）
が
機
械
力
を
も
っ
て
、
第
５
旅
団
を
支
援
し
、

然
別
演
習
場
整
備
に
寄
与
し
た
。

15
日
（
木
）
、
完
成
点
検
を
実
施
し
、
第
12
施
設

群
の
施
設
技
術
及
び
秋
季
演
習
場
定
期
整
備
に
向
け

た
構
想
に
つ
い
て
指
導
し
、
本
演
習
場
定
期
整
備
を

無
事
に
終
了
し
た
。

11
日
（
日
）
に
は
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
及
び
隊
員

家
族
合
わ
せ
て
９
名
が
旭
ヶ
丘
宿
営
地
の
指
揮
所
、

宿
営
天
幕
及
び
炊
事
所
の
様
子
を
見
学
し
た
。
引
き

続
き
熊
見
原
の
土
取
り
場
で
バ
ケ
ッ
ト
ロ
ー
ダ
の
骨

材
の
積
込
作
業
の
見
学
、
宿
営
地
に
戻
り
ド
ロ
ー
ン

飛
行
の
見
学
及
び
模
擬
飛
行
体
験
が
で
き
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
操
作
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
野

外
炊
事
で
調
理
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
い
た

だ
き
、
「
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
」
と
嬉
し
い
お

言
葉
を
頂
戴
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
昼
食
を
終
え

た
。
最
後
に
南
恵
庭
駐
屯
地
の
史
料
館
を
見
学
し
た

後
に
見
学
会
を
終
了
し
た
。

今
回
の
演
習
場
整
備
で
は
無
事
故
で
整
備
を
終
了

し
、
群
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
施
設
科
ら
し
い
整
備

」
「
安
全
管
理
の
徹
底
」
を
全
う
し
て
任
務
を
完
遂

す
る
事
が
出
来
た
。
引
き
続
き
、
方
面
隊
の
演
習
場

道
場
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
特
有
の
施
設
技
術
を
積

極
的
に
発
揮
し
て
、
練
度
の
維
持
・
向
上
に
努
め
て

い
く
。

見学会（昼食）

ドローン模擬飛行操作体験グレーダによる装輪道整備ドーザによる装軌車道整備

装輪道整備（４００施中） 見学会（土取り場の見学）

山田２曹
（本管中）

島津２曹
（３９８中）

石井３曹
（２直支中）

目黒３曹
（４００中）

玉田３曹
（３９９中）

装軌車道路盤強化整備①（399施中）

装軌車道路盤強化整備②（399施中）

菅１曹
（３９８中）

田中３曹
（４００中）

令和７年度演習場春季定期整備優秀隊員

犬伏２曹
（３９９中）

武田准尉
（本管中）



令和７年３月３１日（月）、第１２施設群（群長・福永１佐）は北海道大演習場東千歳地区第２戦闘射場において
令和６年度団射撃競技会に参加した。
本競技会の目的は、隊員の至近距離射撃能力を向上させるとともに、部隊の団結の強化及び士気の高揚を図ること

にある。
競技会のルールは、８９式５．５６ｍｍ小銃を用いて至近距離における部位指定射撃から、弾倉交換の技術等を採

点に反映させ、合計１００点満点の採点要領で実施し、各部隊ごとの平均点で順位を決定する。個人の部では、合計
点数の高い者を表彰する。
各中隊は監督を核心として姿勢・見出し・照準等の基本的事項の徹底や各人の特性に合わせた弾倉交換要領等を演

練して効果的な射撃予習、そして実弾射撃訓練を通して練成を積み重ね、隊員皆士気高らかに競技会に参加し、その
結果、群対抗の部で優勝を勝ち取ることができた。中隊対抗の部では第３９８施設中隊が第３位の優秀な成績を得た。
また、個人の部では第３９８施設中隊の門間３曹が１００点満点で第１位、第４００施設中隊の長谷川３曹が９７点
で第３位の成果を成し遂げ、有終の美を飾った。
射撃能力の向上は、国民を守り同僚や自らの命を守ることにつながるということを隊員一人一人が自覚し、引き続

き練度向上を目指していく。

開会式

円陣を組んで気合を入れる隊員 競技の様子①

競技の様子②優勝後の集合写真

中隊対抗の部第３位
（第３９８施中）

個人の部第１位 門間３曹
（第３９８施中）

個人の部第３位 長谷川３曹
（第４００施中）

駐屯地モニター感謝状贈呈式及び委嘱を実施
岩見沢駐屯地は令和７年４月１１日（金）、駐屯地・防衛モニター感謝状贈呈式及び委嘱式を実施した。
令和６年度で任期を終えられた防衛モニター１名及び駐屯地モニター３名に対し、駐屯地司令から終了証及び感謝状

を贈呈し、令和７年度防衛モニター１名及び駐屯地モニター３名に対し委嘱状を交付した。
また、岩見沢駐屯地の歴史の紹介等を含めたブリーフィングを第１２施設群第１科長（島﨑３佐）が行い、防衛モニ

ター及び駐屯地モニターとしての地位及び役割について理解していただいた。
また、令和７年度防衛・駐屯地モニターに委嘱された４名の方々に、岩見沢駐屯地の伝統である日の出焼きの湯飲み

に一人ひとり思いの言葉を揮毫していただいた。
岩見沢駐屯地は、モニターの皆様から寄せられるご意見を真摯に受けとめ、地域の皆様からの理解と信頼を深めてい

ただくとともに、綿密な連携を図っていく。

令和６年度団射撃競技会優勝

よろしくお願いします。

令和７年度防衛モニター令和６年度防衛モニター 令和７年度駐屯地モニター令和６年度駐屯地モニター

ありがとうございました。



岩
見
沢
駐
屯
地
（
司
令
・
福
永
１
佐
）
は
、
令
和
７

年
４
月
８
日
（
火
）
「
令
和
７
年
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
岩
見
沢
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
及
び
隣
接
す
る
国
道
１
２
号
線
沿
い
に
お
い

て
実
施
さ
れ
た
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ル
旗
の
波
」
に
参
加
し
た
。

本
啓
発
活
動
は
、
岩
見
沢
市
交
通
安
全
推
進
委
員
会

が
主
体
と
な
っ
て
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
る
事
を
目
的
と
し
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
駐
屯
地
各
部
隊
か
ら
参

加
し
た
１
４
名
の
隊
員
は
地
域
の
各
団
体
・
協
会
と
と

も
に
、
交
通
安
全
の
旗
を
持
っ
て
国
道
沿
い
に
立
ち
、

旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
を
促
す
と
と
も
に
、
自
ら
も
安
全
運
転
を
誓
い
つ
つ
、

活
動
を
終
了
し
た
。

交
通
安
全
啓
発
運
動

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
旗
の
波
」

令和７年度第４００施設中隊訓練検閲受閲

説明を聞く隊員

旗を振る隊員②

旗を振る隊員①

女性隊員も参加

第
12
施
設
群
（
群
長
・
福
永
１

佐
）
は
令
和
７
年
６
月
４
日
（
水
）

～
１
０
日
（
火
）
の
間
、
北
海
道
大

演
習
場
に
お
い
て
、
第
４
０
０
施
設

中
隊
（
中
隊
長
・
中
山
１
尉
）
に
対

し
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

訓
練
検
閲
開
始
に
当
た
り
統
裁
官

（
群
長
）
と
し
て
「
任
務
の
完
遂
」

「
安
全
管
理
の
徹
底
」
の
２
点
を
要

望
し
た
。

隊
容
検
査
で
は
、
隊
員
の
任
務
の
理

解
度
、
個
人
の
準
備
状
況
、
第
一
線

救
護
、
個
人
装
備
火
器
射
撃
、
部
隊

装
備
火
器
射
撃
、
特
殊
武
器
防
護
、

車
両
点
検
、
格
闘
、
学
科
試
験
を
実

施
し
、
練
度
等
を
確
認
し
た
。

「
第
11
旅
団
の
全
般
支
援
」
を

任
務
と
す
る
第
４
０
０
施
設
中
隊
は
、

補
給
幹
線
道
路
の
維
持
・
補
修
作
業

を
行
っ
た
。
当
初
４
日
（
水
）
の
朝

に
岩
見
沢
を
出
発
し
、
先
行
班
の
誘

導
の
も
と
整
斉
と
集
結
地
を
占
領
し
、

作
戦
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
作

業
現
場
を
指
揮
す
る
小
隊
長
（
岡
田

３
尉
）
の
周
到
な
見
積
と
作
業
工
程

を
基
に
、
作
業
地
域
の
測
量
・
経
始

作
業
を
実
施
、
５
日
（
木
）
よ
り
施

設
器
材
を
投
入
し
作
業
着
手
、
７
ｔ

ダ
ン
プ
に
よ
る
骨
材
の
運
搬
、
ド
ー

ザ
・
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
及
び
グ
レ
ー
ダ

を
適
切
に
運
用
し
荒
廃
し
た
道
路
の

改
修
作
業
を
実
施
し
た
。

こ
の
間
天
候
の
急
変
に
加
え
、
電

波
収
集
衛
星
、
ド
ロ
ー
ン
偵
察
、
化

学
攻
撃
等
様
々
な
状
況
付
与
に
、
中

隊
一
丸
と
な
っ
て
対
処
し
た
。

第
４
０
０
施
設
中
隊
は
、
中
隊
長

（
中
山
１
尉
）
の
卓
越
し
た
統
率
の

下
に
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
黙
々
と

完
遂
し
た
。

今
後
も
施
設
技
術
の
向
上
と
高
度

な
練
度
を
保
持
す
る
べ
く
日
々
練
磨

し
精
強
な
施
設
科
中
隊
を
創
り
あ
げ

て
い
く
。

隊容検査
（８４ｍｍ無反動砲射撃） 測量・経始作業 敵の航空攻撃への対処

骨材を運搬する７ｔダンプ 作戦会議中の中隊長（中山１尉）

並行した機械作業

自隊炊事の様子 歩哨壕にて（束の間の笑顔）

第
12
施
設
群
副
群
長
（
辻
本
２
佐
）
を

団
長
と
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ(

国
連
三
角
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ)

教
官
団
は
、
ケ
ニ
ア
共
和
国
に

派
遣
さ
れ
た
。
現
地
で
は
ア
フ
リ
カ
諸
国

の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
要
員
に
対
し
て
、
重
機
操

作
な
ど
を
教
育
す
る
任
務
に
あ
た
っ
て
い

る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
教
官
団

ケ
ニ
ア
共
和
国
に
て

活
動
中

開講式

訓練場の整備

実技訓練

辻本副群長

文化交流（書道）



隊 友 会 だ よ り

駐

屯

地

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

へ

の

参

加

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
期
間
中
の
４
月
７
日
（
月
）
の
早
朝
、
岩
見
沢

駐
屯
地
前
に
て
駐
屯
地
と
合
同
で
「
旗
の
波
作

戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

岩
見
沢
駐
屯
地
正
門
前
を
走
る
道
道
岩
見
沢
桂

沢
線
沿
い
に
お
い
て
隊
友
９
名
は
、
駐
屯
地
隊
員

と
と
も
に
通
過
す
る
車
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
黄
色
の
「
交
通
安
全
旗
」
の
旗
振
り
を
実
施
し

て
交
通
事
故
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

本
行
事
は
防
衛
省
交
通
安
全
運
動
計
画
に
基
づ
き

岩
見
沢
駐
屯
地
が
春
・
夏
・
秋
・
冬
に
実
施
し
て

い
る
施
策
で
す
。
道
道
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
安
全
啓
発
の
旗
振
り
を
力
強
く
行
い
ま

し
た
。

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
は
新
緑
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月
24
日
（
土
）
、
市
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
総
会
出
席
27
名
、
委
任
75
名
の
合
計
１
０
２
名
の
会
員
参
加
の
下
に
令
和
７
年

度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
国
歌
斉
唱
、
藤
原
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
選
出
を
経
て
令
和
６
年
度
事
業

報
告
及
び
７
年
度
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
担
当
役
員
か
ら
説
明
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
会
員
一
同
約
１
時
間
に
わ
た
る
真
剣
な
審
議
の
結
果
、
全
議
案
原
案
通

り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年度岩見沢支部定期総会と懇談会の開催

駐屯地部隊との参加者集合の状況駐屯地部隊と通行車両に旗振りをする隊友

説明する役員

熱心に審議する隊友

来
賓
の
祝
辞
等
の
中
で
は
、
駐
屯
地
と
市
民
の
か
け
橋
と
な
り
平
素
か
ら
地
道
な
活
動

を
通
じ
て
、
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保
障
環
境
の
中
で
防
衛
基
盤
の
育
成
に
努
め
る
隊
友
会

員
へ
の
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

祝
宴
が
始
ま
る
と
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
部
外
の
来
賓
の
方
を
含
め
会
員
と
現
職
と
の
間

で
教
育
訓
練
状
況
、
生
活
や
仕
事
上
の
悩
み
相
談
な
ど
の
会
話
で
非
常
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

最
後
に
会
員
と
岩
見
沢
駐
屯
地
部
隊
、
来
賓
の
方
々
と
も
に
益
々
の
健
勝
と
活
躍
を
誓

い
合
い
、
辻
本
副
群
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

渡辺前修銀議員と懇談する司令

懇親会参加者集合の状況

約
30
分
間
の
短
い

時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
年
齢
58
歳
か

ら
75
歳
ま
で
の
隊
友

は
若
い
隊
員
に
負
け

ず
に
元
気
に
旗
を
は

た
め
か
せ
ま
し
た
。

通
行
し
た
車
両
約
１

４
０
台
の
中
に
は
目

で
挨
拶
を
返
す
ド
ラ

イ
バ
ー
も
お
り
ま
し

た
。
本
取
り
組
み
を

通
じ
て
安
全
運
転
・

事
故
防
止
意
識
の
啓

発
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
対
す

る
隊
友
会
組
織
の
周

知
と
隊
友
会
と
岩
見

沢
駐
屯
地
と
の
絆
を

一
層
強
固
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
７
年
度
の
役
員
改

選
が
行
わ
れ
新
た
な
支
部
長

に
は
、
副
支
部
長

相
原
良

憲
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

若
返
り
も
な
さ
れ
今
後
の
手

腕
・
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

総
会
の
最
後
に
は
、
支
部

入
会
後
５
年
間
に
わ
た
り
支

部
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
多

田
正
樹
氏
へ
支
部
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
恒
例
に
よ

り
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
員
32
名
、
部
外
か
ら
は
松

野
岩
見
沢
市
長
、
渡
辺
前
衆

議
院
議
員
、
浅
野
道
議
会
議

員
、
伊
澤
募
集
相
談
員
会
長
、

政
安
家
族
会
支
部
長
、
峯
市

議
会
議
長
、
岩
見
沢
駐
屯
地

か
ら
は
駐
屯
地
司
令
兼
ね
て

12
施
設
群
長

福
永
１
佐
、

業
務
隊
長
等
の
駐
屯
地
の
指

揮
官
幕
僚
等
９
名
、
合
計
49

名
の
参
列
を
得
て
盛
会
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

令和７年度札幌地方隊友会定期総会及び懇談会の開催

隊
友
岩
見
沢
支
部
の
上
部
組
織
で

あ
る
札
幌
地
方
隊
友
会
は
4
月
19
日

（
土
）
札
幌
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て

令
和
7
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
支
部
か
ら
は
支
部
長
以
下
4

名
が
代
議
員
等
と
し
て
参
加
し
事
業

報
告
・
計
画
に
つ
い
て
の
審
議
に
参

加
し
ま
し
た
。

７
年
度
事
業
計
画
で
は
、
公
益
事

業
を
推
進
し
て
会
活
動
の
活
性
化
及

び
会
基
盤
の
充
実
強
化
等
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

後
段
の
懇
親
会
で
は
、
国
会
議

員
・
道
議
会
議
員
等
の
参
列
の
下
に
、

約
２
４
０
名
の
参
加
を
得
て
盛
会
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部
か
ら
は
引
き

続
き
支
部
長
以
下
４
名
が
参
加
し
、

こ
の
場
を
借
り
て
他
支
部
に
所
属
し

て
い
る
同
期
、
元
上
司
、
後
輩
な
ど

と
旧
交
を
温
め
る
と
と
も
に
、
他
支

部
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総会の様子懇談する支部長
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0126-(22)-8873

飲み放題 3500円（５名様から）

北の国から

SNACK

エックス インスタグラム ホームページ

岩見沢駐屯地の活動や訓練、イベント情報などを随時更新しています。

是非ご覧になって下さい。

もちのすけ ユキミちゃん

岩見沢駐屯地
マスコットキャラ



人 事  往  来
【
第
12
施
設
群
】

１
等
陸
尉
へ

入
井

寿
希

（群
本
部
）

𠮷
田

慎
悟

（群
本
部
）

２
等
陸
尉
へ

西

 
翔
太

 
 

（４
０
０
施
中
）

髙
木

洸
希

（３
９
８
施
中
）

長
谷
川 

翔
也

（３
９
９
施
中
）

陸
曹
長
へ

三
村

淳

 
（３
９
９
施
中
）

1
等
陸
曹
へ

 
 

織
田

秀
雄

    

（３
９
９
施
中
）

長
谷
川

 

紀

     

（４
０
０
施
中
）

小
柳

秀
治      

（本
管
中
）

山
内

亮 

（３
９
８
施
中
）

２
等
陸
曹
へ

門
間

康
至

（３
９
８
施
中
）

松
平

拓
磨

  

（３
９
８
施
中
）

 

柴
田

祐
輝

  

（３
９
９
施
中
）

川
邊

沙
亮

（３
９
９
施
中
）

木
下

悠
希

（４
０
０
施
中
）

３
等
陸
曹
へ

小
林

海
斗

  

（４
０
０
施
中
）

茨
木

朔
夜

（３
９
８
施
中
）

【
第
１
０
１
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
中
隊
】

陸
曹
長
へ

 

杉
山

 

陽
彦

２
等
陸
曹
へ

 

石
井

 

拓
馬

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

２
等
陸
尉
へ

 

宮
地

 

和
則

准
陸
尉
へ

 

萩
原

 

滋
藩

陸
曹
長
へ

 

志
村

真
佐
夫

行
（
二
）
４
へ

 

木
田

茂
夫

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

１
等
陸
曹
へ

 

野
島

 

基
晴

 

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

２
等
陸
尉
へ

 

小
原

 

圭
太

（
以
上
、
７
月
１
日
付
）

異

動

昇

任

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

永年の勤務
お疲れさまでした。

定
年
退
官

（
以
上
、
４
月
１
日
付
）

第１２施設群
本部管理中隊

准尉 萩生田 晶博
（６月１２日付）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

第２直接支援中隊
渡辺（大貴）３曹

長男 朱弦（しゅいと）くん
R７．４．１１生

第３９９施設中隊
山田士長

長男 彪真（ひょうま）くん
R７．５．２１生

もちのすけ

ユキミちゃん

★
新
規
採
用
★

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

行
（
一
）
１

齋
藤

悠
太
（
新
規
）

第２直接支援中隊
石井３曹

長男 颯馬（らんま）くん
R７．６．２３生

第２直接支援中隊
渡辺（俊一）３曹

妻 遥（はるか）さん
R７．６．６入籍

地域とともに
融和団結

これからも岩見沢
駐屯地をよろしく
お願いします！

本部管理中隊 三村（外屋敷）３曹
第３９９施設中隊 三村３曹

R７．７．６入籍
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